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要         旨 

周産期のメンタルストレスへの対応は、母子共に影響する重要な課題である。

これは医学的な問題にとどまらず、社会的にも大きな問題である。先行研究で、

無侵襲的出生前遺伝学的検査（NIPT）を受けた女性では、NIPTを受けていない女

性と比較して抑うつや不安が高い傾向があることが報告されている。 

本学位論文では、周産期メンタルストレスにおける問題点と出生前診断の現状

を元に、NIPTを受けたカップルの医学的・心理学的な背景についてメンタルスト

レスとの関連について明らかにし（第1章）、さらにメンタルストレスにも関連す

る双胎妊娠におけるNIPTの精度とその後の経過を示し（第2章）、さらにNIPTを受

けた妊婦の産後メンタルストレス上昇のリスク因子が生殖補助医療 (特に顕微授

精)と低出生体重児であることを明らかにし（第3章）、NIPT をうけた妊婦の産後

のメンタルストレスに対して、臨床家にとどまらない認定遺伝カウンセラーの役

割と今後の展望について示した。 

研究の第1章および第3章の内容は、筆頭著者としてそれぞれ独立した論文とし

て、同一の国際誌（The Journal of Obstetrics and Gynaecology Research）に

発表しており、第2章についても国際誌に投稿中である。 

学位論文の審査にあたって、分子生物学、臨床心理学、生命情報学、臨床遺伝

学、遺伝カウンセリング学に精通した審査委員により構成される審査委員会を設

置した。第１回審査委員会（平成29年12月27日）において論文内容は十分である

とされたが、論文構成や書式の一部に対して修正意見が出され、第２回審査委員

会（平成30年1月24日）において適切な修正がなされていることを確認された。

2018年2月23日に開催された公開発表会では、全ての質問に対して的確な回答が

なされた。 

審査委員会は、本論文は、周産期のメンタルストレスという医学的・社会的に

重要な課題について、メンタルストレスを受けやすいNIPTを受けた女性（カップ

ル）に対応するという切り口で、周産期医療に深く関与する遺伝カウンセラーの

役割という視点から建設的な議論を行い、今後に向けた提案を示しており、遺伝

医療の実践のみならず社会体制の構築においても重要な研究と考え、かつ学術的

にも高いレベルにあることが認められた。よって、本論文が博士論文として十分

な内容であると評価した。 

以上のことより、本審査委員会は、本論文をお茶の水女子大学人間文化創成科

学研究科の博士（学術）、Ph.D. in Genetic Counselingの学位授与に相応しいと

判断した。 
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